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員
今
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修
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ラ
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固
化
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別
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一 

 



 

一
に
つ
い
て 

フ
ラ
ン
ス
か
ら
返
還
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
（
使
用
済
燃
料
を
溶
解
し
た
液
体
か
ら
核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
有
用
物
質
を

分
離
し
た
残
り
の
液
体
を
ガ
ラ
ス
に
よ
り
容
器
に
固
型
化
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
日
本
原
燃
株
式
会
社
（
以 

 

下
「
日
本
原
燃
」
と
い
う
。
）
の
廃
棄
物
管
理
施
設
（
以
下
「
管
理
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
管
理
に
関
し
て
は
、
科 

 
 

 
 

学
技
術
庁
に
対
し
て
、
青
森
県
知
事
か
ら
平
成
六
年
十
一
月
十
六
日
付
け
青
む
つ
第
五
百
一
号
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
的
な
処
分
に
つ
い
て
（
照
会
）
」
（
以
下
「
照
会
文
書
」
と
い
う
。
）
を
も
っ
て
照
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
六 

 
 

 

年
十
一
月
十
九
日
付
け
六
原
第
百
四
十
八
号
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
的
な
処
分
に
つ
い
て
（
回
答
）
」
（
以
下 

 

「
回
答
文
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
関
す
る
長
期
計
画
（
平
成
六
年
六
月
二
十
四 

 
 

日
原
子
力
委
員
会
決
定
。
以
下
「
長
期
計
画
」
と
い
う
。
）
に
示
さ
れ
た
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
に
関
す
る
役
割 

 

分
担
、
手
順
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
青
森
県
知
事
の
照
会
文
書
に
示
さ
れ
た
意
向
、
日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
の
青
森
県

知
事
か
ら
の
照
会
に
対
す
る
回
答
等
も
踏
ま
え
、
科
学
技
術
庁
と
し
て
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
回
答
文
書
に
お
い
て 

 

は
、
日
本
原
燃
に
管
理
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
つ
い
て
は
、
管
理
施
設
に
お
け
る
管
理
期
間
（
以
下
「
管
理
期
間
」
と
い 

衆
議
院
議
員
今
村
修
君
提
出
返
還
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
仕
様
と
貯
蔵
管
理
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

二
の
1
に
つ
い
て 

う
。
）
は
三
十
年
間
か
ら
五
十
年
間
と
さ
れ
、
管
理
期
間
終
了
時
点
で
電
気
事
業
者
が
最
終
的
な
処
分
に
向
け
搬
出
す
る
こ 

と
と
し
て
い
る
旨
、
科
学
技
術
庁
と
し
て
は
、
管
理
期
間
の
終
了
時
点
で
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
当
該
施
設
か
ら
搬
出
さ
れ
る
よ

う
指
導
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
旨
、
処
分
予
定
地
の
選
定
は
地
元
の
了
承
な
し
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
青
森
県
知
事
が

青
森
県
に
お
い
て
処
分
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
よ
う
照
会
し
て
お
り
、
科
学
技
術
庁
と
し
て
は
、
今
後
、
長
期

計
画
に
お
い
て
西
暦
二
千
年
を
目
安
に
設
立
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
処
分
事
業
の
実
施
主
体
（
以
下
「
実
施
主
体
」
と

い
う
。
）
が
処
分
予
定
地
の
選
定
を
進
め
る
際
に
関
係
機
関
の
協
力
を
得
つ
つ
、
青
森
県
知
事
の
意
向
が
踏
ま
え
ら
れ
る
よ 

う
努
め
る
所
存
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
青
森
県
が
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
地
に
選
定

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
旨
等
を
回
答
し
て
い
る
。
科
学
技
術
庁
と
し
て
は
、
管
理
期
間
の
終
了
時
点
で
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
当
該

施
設
か
ら
搬
出
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
旨
、
さ
ら
に
は
、
今
後
、
実
施
主
体
が
処
分
予
定
地
の
選
定
を
進

め
る
際
に
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
つ
つ
、
青
森
県
知
事
の
意
向
が
踏
ま
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
所
存
で
あ
る
旨
の
回
答
に

沿
っ
て
、
必
要
な
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

実
施
主
体
に
よ
る
処
分
予
定
地
の
選
定
は
、
長
期
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
元
の
了
承
を
得
て
行
う
こ
と
と
さ 

四 

 



 

二
の
4
に
つ
い
て 

二
の
2
及
び
3
に
つ
い
て 

実
施
主
体
に
よ
る
処
分
予
定
地
の
選
定
は
、
長
期
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
元
の
了
承
を
得
て
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
青
森
県
知
事
が
青
森
県
に
お
い
て
処
分
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
よ
う
文
書
に
て
照
会
し
て

お
り
、
科
学
技
術
庁
は
、
今
後
、
実
施
主
体
が
処
分
予
定
地
の
選
定
を
進
め
る
際
に
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
つ
つ
、
青
森

県
知
事
の
意
向
が
踏
ま
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
回
答
文
書
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
青
森
県
が

処
分
地
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
旨
の
科
学
技
術
庁
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

れ
て
い
る
。
ま
た
、
科
学
技
術
庁
と
し
て
は
、
今
後
、
実
施
主
体
が
処
分
予
定
地
の
選
定
を
進
め
る
際
に
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
つ
つ
、
青
森
県
知
事
の
意
向
が
踏
ま
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

長
期
計
画
に
お
い
て
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
方
策
を
進
め
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
国
は
、
処
分
が
適
切
か

つ
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
責
任
を
負
う
と
と
も
に
、
処
分
の
円
滑
な
推
進
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
策
定
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
科
学
技
術
庁
と
し
て
は
、
長
期
計
画
に
示
さ
れ
た
処
分
に
関
す
る
役
割
分
担
、
手
順
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
、
処
分
の
円
滑
な
推
進
の
た
め
に
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
所
要
の
施
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

五 

 



 

三
の
1
か
ら
3
ま
で
、
5
及
び
7
に
つ
い
て 

ま
た
、
管
理
期
間
に
つ
い
て
は
、
「
返
還
廃
棄
物
（
ガ
ラ
ス
固
化
体
）
の
輸
送
・
受
入
・
貯
蔵
管
理
に
関
す
る
契
約
書
」 

 
 

（
以
下
「
契
約
書
」
と
い
う
。
）
の
締
結
に
際
し
、
契
約
当
事
者
た
る
日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
が
、
長
期
計
画
に
示
さ 

 
 

れ
た
方
針
に
か
ん
が
み
、
三
十
年
間
か
ら
五
十
年
間
と
決
定
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
な
お
、
管
理
期
間
の
終
了
に
つ 

さ
ら
に
、
回
答
文
書
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
科
学
技
術
庁
と
し
て
は
、
管
理
期
間
の
終
了
時
点
で
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
管

理
施
設
か
ら
搬
出
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

ガ
ラ
ス
固
化
体
は
、
三
十
年
間
か
ら
五
十
年
間
程
度
貯
蔵
す
れ
ば
、
時
間
と
と
も
に
発
熱
量
が
減
少
し
、
お
お
む
ね
合
理

的
な
処
分
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
原
子
力
委
員
会
は
長
期
計
画
に
お
い
て
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
安
定
な
形
態

に
固
化
し
た
後
、
三
十
年
間
か
ら
五
十
年
間
程
度
冷
却
の
た
め
の
貯
蔵
を
行
う
と
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。
長
期
計
画
は
、

原
子
力
開
発
利
用
に
関
し
て
、
長
期
的
視
点
に
基
づ
き
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
指
針
と
基
本
的
施
策
の
推
進
方
策
を
明
ら
か

に
し
、
我
が
国
の
原
子
力
の
平
和
利
用
を
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
原
子
力
委
員
会
が
策

定
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
子
力
委
員
会
の
決
定
に
よ
り
、
我
が
国
の
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の

長
期
計
画
に
基
づ
き
、
着
実
な
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

六 

 



 

 

七 

い
て
は
、
今
後
日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
が
協
議
し
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

三
の
4
及
び
6
に
つ
い
て 

日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
が
、
契
約
書
の
締
結
に
際
し
管
理
期
間
を
決
定
す
る
こ
と
及
び
管
理
期
間
の
終
了
に
つ
い
て

決
定
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
法
令
上
、
科
学
技
術
庁
の
承
認
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
三
十
年
間
か
ら
五
十
年
間

と
さ
れ
る
管
理
期
間
は
、
長
期
計
画
に
示
さ
れ
た
方
針
に
か
ん
が
み
、
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

三
の
8
に
つ
い
て 

日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
は
、
長
期
計
画
に
お
い
て
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、
安
定
な
形
態
に
固
化
し
た
後
三

十
年
間
か
ら
五
十
年
間
程
度
冷
却
の
た
め
の
貯
蔵
を
行
う
と
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
管
理
期
間
を
三

十
年
間
か
ら
五
十
年
間
と
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
管
理
期
間
を
三
十
年
間
か
ら
五
十
年
間
と
す
る
こ
と

を
変
更
す
べ
き
状
況
に
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 


